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私が 巨万の 富 を 蓄え たと か、 立派な 家 を 建てた とか、 

もう うわさ 

土地 家屋 を 売買して 金 を 儲けて 居る とか、 種々 な 噂 

うそ 

が 世間に あるよう だが、 皆噓 だ。 

きたな 

巨万の 富 を 蓄えたなら、 第一 こんな 穢ぃ 家に 入つ 

て 居 はしない。 土地 家屋な ど は どんな 手続きで 買う も 

のか、 それさえ 知らない。 此家 だって 自分の 家で は 無 

い。 借家で ある。 月々 家賃 を 払って 居る ので ある。 世 

間の 噂と 云う もの は 無責任な もの だと 思う。 

ま もら 

先ず 私の 収入から 考えて 貰いたい。 私に どうして 巨 

万の 富の 出来よう !0 が あるか —— と 云う と、 では あな 



吸って 居る の は 朝日で ある。 値段 は 幾ら だか 知らぬ が、 

安いので あろうが、 妻が これ 許り 買って 置く から、 こ 

しさし ま 

れを 飲んで 居る。 外に 出て 買う 時に 限って 敷 島 を 吸う 

まう っリ： t- レ 、， 

の は、 十 銭 銀貨 一 っ投り 出せば、 釣銭が 要らずに 便利 

う ま ど う 

だからで ある。 朝日よりも 美味い か 如何 か、 私に は 解 

らぬ。 

家に 対する 趣味 は 人並に 持って 居る。 此の間 も 麻布 

へ 骨董 屋を ひやかしに 出掛けた 帰りに、 人の 家 を ひや 

ちょ つ と のき ごと のぞ 

かして 来た。 一 寸 眼に 附く家 を 軒 毎に 視き 込んで 一 々 

点数 を附 けて 見た。 私 は 家 を 建てる 事が 一 生の 目的で 

も 何でも無 いが、 やがて 金で も 出来るなら、 家 を 作つ 



依る と、 朝から 夜まで かかって、 それでも 一回の 出来 

上らぬ 事 も ある。 時間が 十分に あると 思う と、 矢 張 長 

時間 かかる。 午前中き り 時間が 無い と 思って かかる 時 

に は、 又 其の 切り詰めた 時間で 出来る。 

障子に 日影の 射した 処で 書く のが 一番い いが、 此家 

では そんな 事が 出来ぬ から、 時に 日の 当る 縁側に 机 を 

持ち出して、 頭から 日光 を 浴びながら 筆 を 取る 事 も あ 

むぎわらぼうし かぶ 

る。 余り 暑くなる と、 麦藁帽子 を 被って 書く ような 事 

も ある。 こうして 書く と、 よく 出来る ようで ある。 凡 

て 明るい 処が よい。 

原稿紙 は 十九 字 詰 十 行の 洋 S 紙で、 輪廓 は 橋 口 五葉 



君に 画いて 貰った の を 春陽 堂に 頼んで 刷らせて 居る。 

十九 字 詰に したの は、 此 原稿紙 を斿ら えた 時に、 新聞 

が 十九 字 詰であった からで ある。 用筆 は 最初 G の金ぺ 

ンを 用いた。 五六 年 も 用いたろう。 其 後 万年筆に した。 

今 用いて 居る 万年筆 は 二 代 目ので オノトで ある。 別に 

これが いいと 思って 使って 居る ので も 何でも無い。 丸 

善の 内 田魯庵 君に 貰った から、 使って 居る までで ある。 

筆で 原稿 を 書いた 事 は、 未だ 一 度 もない。 
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